
３
小

・
学

習
発

表
会

「
武

蔵
国

分
寺

跡
史

跡
指

定
1
0
0
周

年
記

念
館

」
２

小
・

史
跡

見
学

３
年

生
へ

の
プ

レ
ゼ

ン
の

様
子

７
小

o
r
1
0
小

の
校

長
講

話
 
o
r

５
小

・
サ

マ
ー

ス
ク

ー
ル

【
第

三
・

第
五

・
第

八
・

第
十

小
学

校
】

史
跡

指
定

10
0
周

年
を

イ
メ

ー
ジ

し
，

七
重

の
塔

を
か

た
ど

っ
た

パ
ン

を
給

食
で

提
供

し
た

。

【
第

一
・
四
中
学
校
】

武
蔵

国
分
寺
史
跡
駅
伝
に
，
生
徒
チ
ー

ム
、

教
員
チ
ー
ム
が
出
場
し
，
大
会
を
盛

り
上

げ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。

【
第
四
・
五
中
学
校
】

「
武
蔵
国
分
寺
跡
　
史

跡
指

定
10
0周

年
記

念
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト

」
で

，
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
を
発

表
し

た
。

【
第

二
小

学
校

】
総

合
的

な
学

習
の

時
間

に
，

「
国

分
寺

の
魅

力
を

発
信

し
よ

う
」

を
テ

ー
マ

と
し

て
，

個
々

に
課

題
を

設
定

し
，

国
分

寺
市

の
魅

力
を

発
信

す
る

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
計

画
し

た
。

３
年

生
を

対
象

に
発

表
会

を
行

っ
た

。

５
中

・
1
0
0
周

年
イ

ベ
ン

ト
で

の
吹

奏
楽

部
に

よ
る

演
奏

（
い

ず
み

ホ
ー

ル
）

→
画

像
依

頼
中

１
中

o
r
４

中
・

武
蔵

国
分

寺
史

跡
駅

伝
へ

の
参

加

【
第

三
小

学
校

】
学

習
発

表
会

の
展

示
発

表
と

し
て

，
「

武
蔵

国
分

寺
跡

史
跡

指
定

10
0周

年
記

念
館

」
を

，
６

年
生

が
総

合
的

な
学

習
の

時
間

で
取

り
組

ん
だ

。

【
第

四
小
学
校
】

学
習

発
表
会
・
創
立
70

周
年
記
念
式
典

で
，

「
武
蔵
国
分
寺
の
歴
史
」
に
つ
い
て

劇
仕

立
て
で
発
表
し
た
。

【
第
五
小
学
校
】

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
地

域
の

方
を

ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
招
き

，
「

武
蔵

国
分

寺
の
造
営
と
身
近
な
国
分

寺
の

歴
史

」
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

【
第

一
中

学
校

】
「

聖
武

天
皇

と
武

蔵
国

分
寺

～
諸

国
最

大
級

の
国

分
寺

が
今

に
伝

え
る

こ
と

」
を

テ
ー

マ
に

，
ふ

る
さ

と
文

化
財

課
文

化
財

保
護

係
長

に
よ

る
講

演
会

を
Ｐ

Ｔ
Ａ

主
催

で
行

っ
た

。

史
跡

指
定

1
0
0
周

年
に

関
わ

る
国

分
寺

市
立

学
校

の
取

組

令
和

５
年

度
第

１
回

総
合

教
育

会
議

資
料

N
o
.
1
-
2

学
校

指
導

課



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

１
年

２
年

３
年

各
学
校

の
共
通

の
取
組

各
学
校

の
独
自

の
取
組

（
例
）

国
分
寺
の
郷
土
学
習
の
状
況

小
学
校

中
学
校

【
生
活
】

「
と
び
だ
せ
！
町

の
た
ん
け
ん
た

い
」

「
も
っ
と
知
り
た

い
町
た
ん
け
ん
」

「
町
の
す
て
き
伝

え
た
い
」

【
社
会
】

「
ま
ち
の
様
子
」

「
市
の
様
子
」

「
市
の
う
つ
り
か
わ

り
」

※
「
わ
た
し
た
ち
の

国
分
寺
」
を
活
用

【
総
合
】

「
わ
く
わ
く
国
分

寺
た
ん
け
ん
た

い
」

【
総
合
】

「
守
ろ
う
，
国
分

寺
～
環
境
と
リ
サ

イ
ク
ル
～
」

【
総
合
】

「
赤
米
博
士
に
な

ろ
う
」

【
総
合
】

「
史
跡
武
蔵
国
分
寺

跡
公
園
周
辺
の
校
外

学
習
」

【
生
活
】

「
い
も
ほ
り
」
地

元
の
農
家
の
畑
で

サ
ツ
マ
イ
モ
を
収

穫
す
る
。

【
生
活
】

「
黒
鐘
公
園
で
秋

さ
が
し
」

【
総
合
】

「
国
分
寺
の
S
D
Gs

及
び
地
域
を
知

る
。
」

【
総
合
】

「
職
場
体
験
」

・
地
域
の
方
の
「
生

き
方
」
を
体
験
し
よ

う

【
総
合
】

「
S
DG
sに

つ
い
て
国

分
寺
市
の
課
題
を
自

分
で
設
定
、
中
学
生

な
り
の
解
決
策
を
考

え
る
。
」

【
生
活
】

「
と
う
も
ろ
こ
し

の
皮
む
き
」

※
地
域
の
農
家
の

協
力

【
総
合
】

「
野
川
源
流
ス

ク
ー
ル
」

【
社
会
】

「
こ
れ
か
ら
の
食

料
生
産
」

※
こ
く
べ
じ
を
活

用
す
る
と
と
も
に
，

農
家
の
方
か
ら
話

を
伺
う
。

【
総
合
】

「
国
分
寺
み
ら
い

科
」

・
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
」
を
テ
ー

マ
に
、
持
続
可
能

な
社
会
の
在
り
方

を
考
え
る
。

【
総
合
】

「
地
域
の
自
慢
を

見
つ
け
よ
う
」

※
学
習
内
容

・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

に
つ
い
て
調
べ
よ

う ・
ニ
ン
ジ
ン
を
育

て
よ
う

・
ち
い
き
た
ん
け

ん

【
総
合
】

「
地
域
を
知
る
『
国

分
寺
調
査
』
」

【
道
徳
】

「
働
く
こ
と
，
社

会
を
つ
く
る
こ

と
」
（
地
域
社
会

へ
の
貢
献
）

※
国
分
寺
市
地
域

教
材
を
活
用

【
総
合
】

「
S
DG
s講

座
」

・
S
DG
s×

国
分
寺

市
に
係
る
学
習

【
総
合
】

「
国
分
寺
の
歴
史

遺
産
」

【
道
徳
】

「
宇
宙
へ
つ
な
が

る
、
ぼ
く
ら
の
ペ

ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ

ト
」

※
国
分
寺
市
地
域

教
材
を
活
用

【
道
徳
】

「
見
つ
け
よ
う

『
ぼ
く
の
国
分

寺
』
」

※
国
分
寺
市
地
域

教
材
を
活
用

【
道
徳
】

「
自
分
の
住
む

地
域
の
み
ん
な

の
た
め
に
」

※
国
分
寺
市
地

域
教
材
を
活
用

令
和

５
年

度
第

１
回

総
合
教
育
会
議

資
料
N
o
.
1
-
3

学
校

指
導

課

地
域
を
考
え

地
域
に
貢
献
す
る

【
生
活
】

「
大
き
く
育
て
み

ん
な
の
野
菜
」

※
学
習
内
容

・
畑
の
整
備
、
土

づ
く
り
、
種
の
植

え
方
や
育
て
方

【
社
会
】

「
国
分
寺
学
」

※
学
習
内
容

・
私
た
ち
が
住
ん

で
い
る
地
域
の
在

り
方
に
つ
い
て
考

え
る
。

・
よ
り
安
心
で
安

全
な
町
に
す
る
た

め
に

【
総
合
】

「
国
分
寺
Ｐ
Ｒ
大

作
戦
」

・
地
域
の
良
い
と

こ
ろ
に
つ
い
て
考

え
る
。

地
域
に
親
し
み

地
域
に
学
び



 

                                     

 

 

 

 

次代の国分寺市を担う子ども達が，市民の方々の

地域に対する思いを受け止め，主体的に地域と関わ

り，地域に根差した探求的な学習を進めることによ

り，地域に親しみ，地域に学び，地域を考え，地域

に貢献することを目的とした学習である。 

国分寺学における学びを通して，「課題解決力」

「コミュニケーション力・協働力」「社会参画力」に

関する資質・能力を育む。 

２ 目指す児童像・生徒像 
 

 

・地域に根差した学習を通して，地域を知り，地域

を大切にする思いを育み，世界を見つめ，未来を

拓いていく児童・生徒 

 

・地域と関わり，主体的に考え，行動し，よりよい

地域づくりに参画しようとする児童・生徒 

（１） 学びの循環 ～地域の特性を生かした探求的

な学習～ 

 

学習過程「課題設定」「情報収集」「整理・分析」「発

言・実行」を通して，自己を見つめ直し，地域につい

て調べたり，関わったりする中で，地域を大切にする

思いを育み，新たな課題の探求に向けて主体的に考え

ようとする姿勢を養う。 

（２）人の循環 ～地域に親しみ，地域に学び，地域を考

え，地域に貢献する～ 

    

 子どもたちは，学校での国分寺学における学びを経て，

青年，壮年・老年へと歩みを進める。その過程で，地域社

会でスポーツに関わったり，図書館や公民館等において学

びや交流を深めたりする。やがて，自らボランティアやス

ポーツや講座の指導者として，地域の学びに貢献してい

く。 

５ 構想図 

４ 「令和の日本型学校教育」との関連 
 

 

〇育むべき資質・能力  

一人一人の児童生徒が，自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として

尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社

会の創り手となることができる。 

〇協働的な学び 

 「個別最適な学び」が「孤立した学び」に陥らないよう，探究的な学習や体験活動等を通じ，子供同士で，

あるいは多様な他者と協働しながら，他者を価値ある存在として尊重し，様々な社会的な変化を乗り越え，

持続可能な社会の創り手となることができるよう，必要な資質・能力を育成する「協働的な学び」を充実

することも重要 

〇「子供の学び」義務教育 

 児童生徒同士の学び合い，多様な他者と協働した探究的な学びなどを通じ，地域の構成員の一人や主権者

としての意識を育成。 

〇今後の方向性 

 学校だけでなく地域住民等と連携・協働し，学校と地域が相互にパートナーとして一体となって子供たち

の成長を支えていく。 

 （※中教審答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」令和３年１月） 

 

１ 国分寺学とは ２ 目指す児童像・生徒像 

３ 国分寺学創出の背景 
 
 
 

第２次国分寺市教育ビジョンでは，基本理念に「互いの人格を尊重し，思いやりのある心豊かな市民」「自

ら学び考え行動する，個性と創造力豊かな市民」「健康でたくましく，ともに生きる市民」を掲げ，その育成

に努めることを目標としている。また，施策の方向性Ⅰに「生きる力の育成」を位置付け，目指す学びのま

ちの姿を「人と人とがつながり，学びが循環するまち」としている。 

これらの背景を踏まえ，子どもたちが，地域に親しみ，地域に学び，地域を考え，地域に貢献できるよう

な資質・能力を育むために，これまでの授業実践や小中連携教育の取組を充実・発展させた「国分寺学」を

創出する。 

また，現在の小中連携教育の取組を整理し，本市の教育材の価値を精査するとともに，地域の教育材であ

るボランティアや授業協力者等の地域人材を発掘し，持続可能な学校支援体制を構築することを目標に，現

在４校のコミュニティ・スクール（学校運営協議会を設置した学校）の拡充を推進する。 

３ 国分寺学創出の背景 

４ 「令和の日本型学校教育」※との関連 

令 和 ５ 年 度 第 １ 回 
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第２次国分寺市教育ビジョン 
基本理念 

 
・互いの人格を尊重し，思いやりのある心
豊かな市民 
・自ら学び考え行動する，個性と創造力豊
かな市民 
・健康でたくましく，共に生きる市民 

「令和の日本型学校教育」で 
 育むべき資質・能力 

 
一人一人の児童生徒が，自分のよさや可

能性を認識するとともに，あらゆる他者を

価値のある存在として尊重し，多様な人々

と協働しながら様々な社会的変化を乗り越

え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社

会の創り手となることができる。 〇 施策の方向性Ⅰ…「生きる力の育成」 

学校に求められること 子どもたちの実態 小中連携教育のこれまでの取組 

課題設定 
情報収集 

発言・実行 整理・分析 

学びの循環 

国分寺学 

子ども 

人の循環 

青年 壮年・老年 



１ 

 

「新たな国分寺市史」編さん事業について 

１ 令和５年度施政方針 

令和６年11月に迎える市制施行60周年を見据えた取組につきましては，市制施行50

周年から大きく変貌を遂げた今の国分寺，また，その先の未来へ向けて発展していく国分

寺の魅力を紹介できるよう，「市制施行60周年記念市勢要覧」の発行に向けた内容の検討

を進めてまいります。 

あわせて，本市の魅力発信の取組と連携しつつ，郷土愛を育み，後世に歴史を継承する

ため，新たに市史編さんの担当職を設置し，市制施行60周年を契機とした市史の再編さ

んに向けた検討に着手するとともに，『国分寺市ビジョン』に掲げる「文化都市国分寺」

に込められた想いを踏まえ，これまでの歴史を受け継ぎ，文化の薫り高いまちを目指して

まいります。 

２ 過去の市史編さん事業の経過と刊行物 

（経過） 

●昭和 49 年，市制 10 周年を記念してスタート 

●昭和 50 年，市史編さんの方針が庁内で決定，教育委員会内に市史編さん室を設置 

●昭和 50 年 12 月，国分寺市市史編さん条例を定め，この条例に基づき郷土史に造詣

の深い 13 名の委員による市史編さん委員会を設置 

●昭和 55 年，市史編さん委員会において，「市史編さん計画」の最終案として，市史

全三巻を時代順に刊行することを決定 

（刊行物） 

●上巻（原始・古代・中世） 昭和 61 年３月 31 日刊行 

●中巻（近世） 平成２年３月 31 日刊行 

●下巻（近代・現代） 平成３年３月 31 日刊行 

３ 新たな市史編さんの方向性 

(１)新たな市史編さんの目的 

① 多くの市民が国分寺の自然，歴史，文化，民俗等に関心を持ち，各地域の成り立ち

やルーツに対する理解を深め，今後の学校教育，社会教育，そして国分寺の地域づ

くり，まちづくりに活かすこと 

令 和 ５ 年 度 第 １ 回 
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２ 

② 国分寺に関する有形，無形の歴史遺産の調査，研究，収集，整理，及び保存を図

り，その成果を現在の市民に公開するとともに，未来の市民に継承すること 

(２)新たな市史編さんの内容 

① 現市史刊行後の調査等で明らかになった事実 

② 現市史刊行後の歴史 

を基本に，現市史刊行後に課題として抽出された事項も踏まえ，地域資料等の調査や

研究等をベースとして，地域に生きた人々の視点から，広く編さんしていく。 

通史編は，市民にわかりやすく親しみやすいことを基本とし，資料編は，史実を詳細

に後世へ継承することを基本とする。 

（仮称）市史編さん推進委員会において，「（仮称）市史編さん基本方針」を策定す

る（R5 年度末策定予定）。 

(３)新たな市史編さんの開始 

  市制施行 60 周年（令和６年）をスタートとする。  

４ 小中学生に向けた取組 

(１)第3次教育ビジョン策定に向けた小中学生向けアンケート項目（予定） 

①「あなたは，あなたが住んでいる地域で，昔にどんなできごとがあったのか，知りた

いと思いますか？」 

②「あなたは，私たちの親や先祖が，昔どのようなくらしをしていたか，興味がありま

すか？」 

(２)小学校副読本の編集に参加 

  小学校３年生の社会科副読本「わたしたちの国分寺」の令和８年度改訂に向けて，市

史編さん担当職員がその編集に携わることで，郷土の歴史に関心を持ち，各地域の成り

立ちやルーツに対する理解を深める学びを推進する。 

(３)子ども市史の編さん 

  小中学生に向けた子ども市史を編さんし，すべての小中学生への配布を検討する。 

(４)市史編さん作業への参加 

  市史編さん作業に小中学生が参加する場を検討する。また，高校生については，協力

員としての参加を促す。 

 



国分寺市市制施行 60周年記念市勢要覧の概要について 

 

１ 概要 

・「国分寺の現在から未来へ」をテーマとし，前回発行の平成 26年から現在

に至るまでの 10年間，これからの 10年間に焦点を当てた内容とする 

（例 国分寺駅北口再開発，新庁舎建設，新府中街道） 

・写真を多用し，まちの魅力，変わりゆくまちの姿，コロナ禍を乗り越えた

市民の姿を視覚的に市内外に伝える 

・「国分寺市ビジョン」分野別の都市像と連動した誌面構成とする 

コンセプト

この10年の国分寺市のあゆみを，まちの移り
変わりゆく姿や市民の活動風景により振り返
ると同時に，この先未来のこくぶんじを創造
していく「国分寺の現在から未来へ」をテーマ
とした市制施行60周年記念誌

 

国分寺市のアピール

・国分寺駅北口再開発や新庁舎建設など，この10年で

大きく変わった新しい国分寺のまち

・新型コロナウイルス感染症まん延などの難局の中，

課題と向き合って新たな活路を見出してきた市民活動

アピールターゲット

・国分寺市民 より市を盛り上げる市民に！

・近隣自治体住民 興味を持ってもらって国分寺市民に！

 

令 和 ５ 年 度 第 １ 回 
総合教育会議 資料 No.1-6 
市 政 戦 略 室 



 

２ 市史編さん事業との連携 

・年表「市のあゆみ」ページの内容確認を依頼 

・往年の写真と現在の写真を比較する「今昔写真」ページに掲載する写真の

提供を依頼 

 

３ 仕様 

・Ａ４判，フルカラー，36ページ 

・紙媒体で 1,000部発行，電子ブックを市ホームページへ掲載 

 

４ 発行日 

・令和６年 11月予定 
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